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エマスンのアングロ･サクソニズム

Emerson's Anglo-Saxonism

′ト田 敦 子

(Atsuko Oda)

Ralpb Waldo Emerson(1803･82)は､アメリカ最初の｢みなの知識人

(pub一ic intellect.ual)｣として､ ｢自己信頼｣という人口に胎英した言葉

を中心に､講演や著作を通して同時代のアメリカ人の姿とあるべき姿とを

語り続けた｡エマスンの考える｢自己｣は､常に､個人の集合体としての

アメリカ人全体との関係の中に存在し､彼の思考､その表現媒体ともに､

公共性に深く関わろうとする特徴をもつ｡たとえば､ 1837年の講演"The

AmericaIIScbolar"では､物質主義の社会の中で農民､教授､そして技師

として部分化される人間の状態の始まりを､プラトンの｢神々は､有用性

のために､ 『一人の完全な人間』を多くの人間に分けた､丁度,手が指に

分かれて､その目的によりよく叶うように｣(53)という寓話に求め､人間が

｢もの｣と化することの合理性と普遍性を認識した上で､同時に､ ｢『一人

の完全な人間』がいる｣ということを真理だと考えている｡ l個々人は､

自分自身であるために､時には元の全員を抱擁し受け入れなければならな

いo そのような全員を一体化したものが｢一人の完全な人間｣であり､学

者であれば｢思考している完全な人間｣､つまり､アメリカ人の思考を代表

する精神(ジニアス)をエマスンは｢アメリカの学者｣と呼んだ｡エッセ

イ``ThePoet"では､人がその人の言うことを聞くと自分の考えが表現さ

れていると感じる､｢自分よりももっと自分自身である｣(448)ような｢詩人｣､

-83-



或いは､ ｢天才(ジニアス)｣がそれにあたる｡ここでも､エマスンは｢ア

メリカにはまだ天才は出ていない｣ (465)と書いた｡ Repl･eSeDtat)'ve Men

(1850)が取りあげたような｢代表的｣人間､イギリスのシェイクスピア､

ドイツのゲーテに匹敵するような国民的天才詩人を､アメリカが生み出し

ていないということをエマスンは強く意識している｡それは新興国アメリ

カでは無理のないことでもあり､この点に触れて､ 1850 年代前半の講演

"TheAnglo･American"では､キケロとシーザーの出たローマ､ダンテと

ラファエロのイタリアを例にあげて､ ｢あらゆる人種や時代は､その国民

の精神や観念をうまく結び付けて表現した人と共に終わる｣(201)と述べて

いるが､ 2 それにしてもそのような詩人が､国民の精神､つまり､彼が古

代の｢守護霊｣の意味を踏まえて使う｢ジニアス｣を表現しなければ､そ

の国民は不完全な存在でしかないという事実は茂る｡エマスンは｢みなの

知識人｣として､アメリカの国民精神の表現に強い関心を持っていた｡

そのような関心はエマスンの講演のタイトルにも明らかだ｡ 1833年から

1842 年の講演の一部を集めた The Eaz･1y Lectuz･es o(Ralpム Waldo

Emez･soD(1959172)以来ほぼ30年後､3 2001年にはTheLatez･Lectuz･es o(

Ralph WaldoEme)･soD, 1843･1871が出版された｡これらによって､エマ

スンが生涯に行った1500回以上の講演の中から､本として出版されてい

ない､完全原稿として残っている114編の講演原稿が読めるようになった｡

｢ジニアス｣をタイトルに含む講演も､ ``Genius'' (1839)の他､ New

EDglaDd(1843)と題された五つの連続講演のうち､ ``The Genius and

National Character
of the Anglo･Saxon Race"と"Genius, Manners,

and
Customs"の二つ､ "Genius and Temperament" (1861)､エマスン

の友人で編集者であったCabotが原稿中の語句からとったタイトルである

`-Per皿aⅢent Traits
oftbe English National Genius''(1835)などをあげ

ることができる｡これらの講演からは､NewEnglandの成り立ちや特徴を､
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01dEnglandをはじめとした旧世界､さらにはアジアをも含む古い文化と

比較して考えることに､エマスンが終始関心を持っていたことがうかがえ

る｡ "The Anglo･Saxon" という演題は容易に``Tbe Anglo･American"

(1852-55)に作り変えることができるように､エマスンにとってアメリカが､

それ自身の特性を持つものの､アングロ･サクソンの国であることは自明

の前提である｡

エマスンは彼が生まれ育ったニューイングランドの人々が､植民地時代

から独立戦争-という過去の歴史を神話化する中に見出した､ ｢自由を愛

するサクノン人｣というイメジに代表されるアングロ･サクソニズムを共

有している｡ ｢個人の主張が共同体や国よりも上であることを強調したに

もかかわらず､民族の違いの下に人類を結んでいる『普遍』精神があると

いう信念にもかかわらず-･エマスンは終生『英米のサクソン人がもつ市

民の自由に対する断固とした好みが､近代の世界を保証している』と信じ

ることをやめなかった｣とLawrenceBuellは"TheAnglo･American"か

らの引用を例にあげて､アメリカにおけるアングロ･サクソンの支配力-

のエマスンの確信を指摘している｡ 1しかし､上記引用中エマスンのアン

グロ･サクソニズムを強調するためにつけた｢にもかかわらず｣の部分が

表わす｢自己信頼｣や｢ジニアス｣こそは､エマスンを特徴づけると考え

られている問題である｡一方で,ビュェルはエマスンにとって人種は単純

化された問題であり､国を自慢することは彼に嫌気を起こさせたと述べて

いる｡エマスンの考えるジニアスは国民精神でもあるが､単純にアング

ロ･サクソニズムと重なるものでもない｡ここには､エマスンの同時代の

アングロ･サクソニズム-の批判的受容が隠れている｡以下に､エマスン

の講演と詩から彼のアングロ･サクソニズムの特質を考えてみる｡

*

エマスンの後期講演集の編者たちは､演壇でエマスンは自分の考えやス
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タイルを試していただけではなく､ ｢彼が聴衆のために採用し､また聴衆

に強いられた公の仮面である『ラルフ･ウオルド-･エマスン』を試して

いたのだ｣と述べ､エマスンの多様な経歴とそれに応じたペルソナを紹介

している(LLI:xviii)o家族や友人には``Ralph"と､後には､ "Waldo"
､

Natu)･e(1836)やD)'al誌に載せた論文や詩は匿名で､正式な書簡には"R.

WaldoEmerson"
､著書や小冊子には``RalpbWaldoEmerson''と使い分

けられ､最後の名前は｢コンコードの賢人｣というイメジと結びついてい

ると付け加えている｡アメリカン･インディアンや奴隷制､女性問題に関

する発言は講演だけで､ ｢コンコードの賢人｣の名前が付された本にはな

らなかったことを考えれば､或いは､みなの知識人として不特定多数の聴

衆を相手にする講演者が当然とるであろう戦略としても､エマスンが彼の

考えをすべて率直に語ったわけではないことは容易に察せられる｡アング

ロ･サクソニズムについても慎重な議論をしている｡

19世紀前半は､16世紀から18世紀のイギリスにおける宗教上政治上の

論争が育てた自由を愛する政体という神話的なアングロ･サクソニズムに､

人種主義的な意味が付与されていく時代であったと､ ReginaldHorseman

の Race aL2d Man)'(est Dest)'Dy/ The Or)'gl'DS OI'AmeL･1'caD Rac)'al

ADglo-SaxoDl'sm(1981)は論題する｡ Thomas Jeffersonは人類一般に進歩

する力があるという啓蒙主義的な見方に立ち､自由な民主政ゆえにアング

ロ･サクソンを誇りにしたが､他の人種と比較したりはしなかったo ･5
ロ

マン主義と歩調を合わせて､特に､ドイツロマン主義が主張する｢国民精

神(Volkge)Pst)｣の影響を受け､優れた政体を生む優れた人種的特徴に重点

が移り､民族の起源や言語などの研究の隆盛により｢文化共同体｣ (27)と

しての国家の独自性が注目されるようになる｡ゲルマン民族の領土拡大の

歴史が､アメリカの西進運動を支える根拠となり,アメリカン･インディ

アンの存在､奴隷として存在する黒人､アイルランド人など新移民の流入､
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メキシコ戦争など､多くの民族との接触が人種イデオロギ-としてのアン

グロ･サクソニズムを強化していく過程を､ホースマンは人々に影響力の

あった文献から検証している｡

その文献の中には､人種主義が全盛となる1850年代にEDgl)'sh 乃･alts

(1856)を出版したエマスンも含まれる｡エマスンはあまり人種主義的では

なく､サクノン人の起源は人種の混合にあり､雑種的な強さを美点として

もつと信じていたことをホースマンは指摘し､ ｢人種に関する様々な哲学

的観念を彼自身の天才によって変質させた｣(178)と総括することで､エマ

スンの一筋縄ではいかないアングロ･サクソニズムを暗示している｡また､

アメリカン･インディアンを高貴な野蛮人と見る啓蒙主義的な見方が衰退

していくことを論じた章では､彼らの悲劇に共感した少数派の作家として､

Cooper､ ⅢawtborⅡe､ Tboreau､ Melvilleの名前が挙げられているが､エ

マスンは含まれていない(190･91)o ホ-ソーンの短編"Main･street"

(1849)は､アメリカの歴史を紙製人形劇で見せるという趣向で､流行のア

ングロ･サクソニズムを明らかに榔稔して､以下のような植民地建設の記

述をした｡

During this little interruption, you perceive that the Anglo･Saxon

energy-as the phrase now goes-has been at work in the spectacle

before us. So many chimneys now send up their smoke, that it begins

to have the aspect ofa village street-. (57)6

19世紀半ばのフロンティアの西進と植民地の建設が一つのアングロ･サク

ソニズムとして捉えられ､時代の合言葉になっていたことが示されている｡

ソローもA WeeL･ oD tムe CoDCO)･d and A4ez,)･)'mack R)'vez･s(1849)の中で､

アメリカン･インディアンの土地が開拓されていく様子を､アングロ･サ
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クソニズムの圧倒的な力として描いているQ

The honey bee hummed through the Massachusetts' woods, and

sipped the wild flowers roulld the lndian' s wigwam, perchance

unnoticed, when, with prophetic warning, it stung the Red child' s

band, forerunner oftbat industrious tribe that was to come and pluck

the wild
flower

of
his race up by the root.

-

He 【tbe white man】 comes with a list of ancient Saxon, Norman,

and Celticnames, andstrewsthem up aIlddownthisriver
-

andthis

is NewAngle-land,
and these

are the new West Saxons, whom the
Red

Men
call, not Angle-ish or English, but Yenge'ese, and so at last they

are known for Yankees. (53)7

ソローはドイツからイギリス,さらにアメリカ-とチュ-トン系民族の伸

張の乱暴さを語り､ ｢勤勉な｣や｢素晴らしい､素晴らしい常識｣､ ｢よく働

く｣などアングロ･サクソンにお決まりの形容詞を皮肉をこめて使ってい

る｡また､本題ではないが､怠け者で酔っ払いのアイルランド人もその第

二世代になり勤勉を身につければアングロ･サクソン化も可能であるとい

う､必ずしもサクノン人に限定されないイギリス系アメリカ人が､アング

ロ･サクソンとして捉えられていることも､この引用は伝えている｡これ

についてホースマンは, 19世紀アメリカのアングロ･サクソニズムは白人

を同化していく働きをしたことを指摘しているが､有色人種は別だったと

いう(5)｡ソローは絶えずアメリカン･インディアンの地名に言及する｡

``Yankees"の語源については､オランダ語由来の説もあるが､ソローは

アメリカン･インディアンの言葉を残そうとすることで､彼らの生命が惜

しいと､アメリカの自然が惜しいと言おうとするc A Weei-のエピグラフ
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として､ソローはエマスンの詩､ "Musketaquid"
,コンコード川をアメ

リカン･インディアンの名前で呼んだ作品から､以下の部分を選んだ0

Beneath low bills, iI一tbe broad interval

Through wbicb at will our lndian rivulet

Winds mindful still orsannup and ofsquaw,

Whose plpe aⅢd arrow oft the plough unburies,

Here, in plne houses, built ofnew･fallen
trees,

Supplanters of the tribe, the farmers dwell. (Poems, 1847)

｢アメリカン･インディアンの男と女のことを心に留めて蛇行する｣川は詩

人の意識の表現でもあるし､農民を呼ぶ｢奪いとった者｣という言葉には

否定的な暗示があり､ソローの作品の趣意にふさわしい引用といえるo し

かし､エマスンの詩全体を一読しただけでは,植民者の営為に否定的な調

子は見出しにくい｡この引用の後には､農民を取り巻く風景を｢武器庫｣に

喰える描写が続き､その奮闘努力はアングロ･サクソニズムの表現と言え

るが､ホーソーンやソローのようにアングロ･サクソニズムに明らかに批

判的な口調はないoしかし､ F)･om ELZ2erSOD ton)'ng/Democz･acy, Race, and

the PoIL't)'cs o(Pz･otest(1997)でエマスンの生物学的な人種混落と文化的同

化の間の｢二重意識｣が黒人思想家に与えた影響を論じたAnitaPatterson

は､エマスンの｢保守主義者｣の観点からの間接的な批判を認めている｡

``Musketaquid''は､チェロキー･インディアンの強制移住政策に対する

抗議の手紙を1838年にVanBuren大統領に書いたェマスンが､土地を奪

われ､名前(言葉)を奪われるアメリカン･インディアンに､自身の父祖の

土地の記憶を守るためにも愛惜の念を表明し､そのような喪失に抵抗して

いると論じているD8 ェマスンもアメリカン･インディアンの悲劇に共感
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した少数派の一員であることは､彼のアングロ･サクソニズムの考え方か

らも傍証することができる｡

*

前出の｢ジニアス｣に関わる講演の中から､アングロ･サクソニズムの

本拠地､ニューイングランドを主題としたシリーズで最も人気のあったと

いう"Genius, Manners, and Customs"を例にとる,ビュエルも指摘し

ているように､エマスンや同時代の人々は｢人種｣という言葉をより広い

意味で使っている(264)oニューイングランドという｢人種｣(LLI:40)は､｢北

部人｣や｢南部人｣などと同様､地域と同義語であったり､ "The race or

scholars'' (LLIl･51)のように職業の分類であったりするoエマスンは"the

Yankee isdouble distilled English." (40)という当時の言い方を取り上げ

て､ニューイングランド人をイギリス人のスピリット､エッセンスであり､

イギリス系が大多数を占めるアメリカ人の指導者であるべきだと鼓舞す

る｡南部アングロ･サクソン人だけでなく､アメリカン･インディアンと

も比較して､ニューイングランド人の特徴を､カルゲィニズムが培った知

的な文化に求める｡つまり､人種というよりは文化に着目している｡ 17世

紀以来の初等教育の普及が世界に誇るべき力であり､卒業後は村の文化会

館が教育を引き継ぐ｡その結果､多くの説教者や教師､家庭教師を､南部

や西部-と送り出し､アングロ･サクソン文化を広めることをエマスンは

好ましく思っている｡ニのことは多くの講演でニューイングランドの強み

として繰り返し紹介されるo 詩"woodnotes II" (Poems)にも以下のよう

な言及がある｡

Westward I ope the forest gates,

The train along the railroad skates;

It leaves the land bebiIld like ages past,
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The roreland ロows to it in river fast;

Missouri l have
made

a ma一t,

I teach Iowa Saxon art. (1091)

この｢私｣はニューイングランドを代表する白松の木で､鉄道が｢Daniel

Websterよりもよい統一論者｣(LLI:290)として､アメリカをアングロ･サ

クソンの商業と精神文化で一つの文化共同体として結びつけることを､エ

マスンが｢軽率｣(LLI:54,284)と批判もした､当時の建国ラッシュのスピー

ド感を感じさせる表現で語っているo "TheAnglo-Ainerican"では､エマ

スンはイギリ スとアメリ カとの違いと して"Genius, ManIlerS, and

Customs"でも言及した変化の速さについて詳述する｡ミシシッピ川沿い

の州に行ってみると､ ｢あなたが西部にいだくロマンスはあるぞっとする

ような現実の中に消えてしまう｣(285)と大西洋岸の住人には信じられない

無法地帯ぶりを嫌悪しながら､ ｢自由と平等の感覚が妨げられることは決

してない｣ (288)､或いは､ ｢西部の州の今の状態は50年か100年前のす

べての州の状態なのだ｣(288)と思い直し､ ｢自由を愛するサクソン人｣とい

う基本的精神は共有されていると考えることにし､文化による同化のため

の教育の重要性を強調する｡

"Genius, Manners, and Customs"の話題は､その教育が,商業と並

ぶニューイングランドの特徴である宗教精神を､ r広大なもの､美しいも

の､到達不可能なものの追求｣ (43)に向かわせるべきだというエマスンの

持論-と展開するo 共和制のためにも必要な雄弁-の好みは､ニューイン

グランドの伝統であり､ 19世紀の｢文化運動機関(Lyceum)｣が経済人の

雄弁ではない､ユニテリアンの牧師で文学者の雄弁を生み出したことによ

い変化を認める｡しかし､それはレトリックの勝利であり､さらなる変化､

哲学と詩の深さをもつ雄弁が生まれる時だと言う｡ ｢私は『講演室』を来
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る時代の真の『教会』とみなす｣(48)という比喰は､エマスンが牧師をやめ

て講演者となった意図を明言し､ニューイングランドがアメリカのジニア

ス､世俗化された普遍的価値､精神の発信者であることを待望する気持ち

を表現している｡しかし､現実のアメリカ社会は宗教精神を払拭したと以

下のように観察する｡

But the boundless opportunity or labor and t･be rewards of labor

opened before us have rapidly changed the genius oftbe people.

Tbere is in the Anglo-Saxon race a great power orlabor, and no

country exhibits
more
results or incessant labor than New England.

But is it climate, or is it hereditary temperament-the love of labour

becomes
usuallyinourpeople a certain fury, a storm of activity, and a

necessity of excitement. Unhappily, the feature oftbe times seems to

be a great sensualism, a headlong devotion to trade and to the

conqtleSt Ofthe continent･･･. (49･50)

アングロ･サクノン人種からプロテスタンティズムの精神が消えたとき､

労働-の愛は暴力的で盲目的な力になると､エマスンは古代北方民族の残

虐さ-の先祖返りを想像している｡それはアメリカという風土のせいなの

か,人種的な気質なのか､という問いかけは､同時代の人種主義的アング

ロ･サクソニズムを意識しながらも,英米の歴史や政治体制の比較､アメ

リカ各地の比較を日常的に行うことで､人種主義の単純化の陥弄を知るエ

マスンの､それに批判的な距離をおく姿勢を暗示する｡アメリカ人が早く

簡単にわかるもの-向かう感覚中心主義の横行に､アメリカの｢最悪の国

民性である軽率｣ (55)を認め､アングロ･サクソニズムの錦の御旗の脇に

その負の実像である精神の空虚を対置する｡1830年代から講演会の人気演
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目になる骨相学や､それよりもさらに悪いとエマスンが言うメスメリズム

に熱中するアメリカ人に､エマスンは｢ジニアス｣であるべき国民精神と

は縁無き衆生を見ているだろう｡ ｢ジニアス｣は自然の生命に根ざすもの

だが､人種主義を支える似非科学にもなった骨相学は｢自然の神聖な秘密

を素早く浅く処理する様式｣ (52)､メスメリズムは｢我々が『自然』の法

の裏をかく方法｣ (52)でしかないからだo

エマスンの講演は､人種的には均質性が強かった当時のアメリカ人の大

多数に関わるアングロ･サクソニズムを鼓舞する枠組を取りながら､同時

に､それは自然の基盤をもたない､実体を伴わないイデオロギーであるこ

とを暗示することで､人種の実休､アメリカ文化の実体を問いかけ､控え

めに彼自身の理想とするアングロ･サクソニズムを語ろうとする｡そのよ

うなあるべき姿を,エマスンは詩の中で考えている｡

*

エマスンが｢サクノン｣という言葉を使った詩は3編あるo Poems(1847)

には先に引用した"WoodnotesII"があり､主題の関連性がある詩として､

コンコード記念碑の完成式典で代読された"Hymn"
､メキシコ戦争や奴

隷制を批判した"Ode, Inscribedto W. H. Channing''､最初の植民者と

大地との応酬を描いた``Hamatreya"などがあるo MaJ,-DaJ,
and
Other

PIeces(1867)には､以下に示す…Ode Sung in the Town Hall, Concord,

July4t1857''の第四連に､ ｢サクノン人種｣が使われる｡

The men are ripe of Saxon kind

To build an equal state,-

To take the statute from the mind

And make ofdut), rate.
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UIlited States! The ages plead,-

Present and Past in under-song,-

Go put your creed into your deed,

Nor speak with double tongue. (1212)

この詩は､全体としては､アメリカの独立と自由の称揚に､大西洋の海底

ケーブルの開設という歴史的な出来事を組み合わせた儀式に間に合わせ

て作られた詩にみえるのだが､上記引用の二連日にはそれに不似合いな強

い非難の口吻が感じられる｡人種主義的アングロ･サクソニズムが確立し

た1850年代は､マサチューセッツ州が受け入れてしまった逃亡奴隷法に

反対する姿勢をエマスンが明らかにした時代でもある.1851年のコンコー

ド市民-の演説で｢ボストンは繁栄に甘やかされて､古くからの名誉を泥

の中に屈させた｣と述べたよう旦こ､
9 自由を信条としてきたサクノン人が

奴隷制という支配制度を認める｢二枚舌｣ -の非難が込められている｡

｢サクソン人｣を含む最後の-つの詩､ SeJectedPoeRIS(1876)に収めら

れた未完の詩, ``Boston''もやはり奴隷制に関わってくる｡エマスンは故

郷ボストンの町に賛歌を贈りたいとずっと考えていたのだが,ボストンが

奴隷制に対決できなかったことも加えるべきだと感じ､それと全体の肯定

的な調子との折り合いをつけることができず､また､各連を終わるリフレ

インを作ることができずにいたのが未完の原因といわれている｡ 10 ボス

トン茶会事件200年記念の詩を求められ､茶会事件の部分を書き足して発

表された｡昔の頑丈で貧しい,しかし､正直な労働をするアングロ･サク

ノン人が,アメリカの自然に受け入れられていくという姿を幾通りにも描

いているが,それは以下の第9連でも同様であるc

They laughed to know the world so wide;
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The mountains said,
`Good day!

We greet you well, you SaxoIl men,

Up with your towns and stay!"

Tbe world was made
for honest trade,-

Toplant andeatbe none afraid. (233)

ニの詩に限らずェマスンの使う｢サクソン人｣には､ 19世紀のアングロ･

サクソン人種というよりはこの詩が描くような17 世紀の植民者､さらに

は､古代人を連想させる響きがある｡前出の"Ode''からの引用に｢現在

と過去が隠れた従旋律で､懇願する｣という表現があったが､アメリカは

西部を見れば初期の開拓者たちの生活が容易に想像できるように､古代と

近代が隣り合ったような国であることを知っているエマスンは､彼のアン

グロ･サクソニズムのヴィジョンの中で､ニューイングランドの過去を初

めからやり直して､アメリカン･インディアンの自由､黒人の自由を愛す

る｢サクノン人｣を想像しているのではないだろうか｡ "WoodnotesII"は､

エマスンが愛したニューイングランドの白松に｢土地の霊(genl'us loc)')｣

のイメジを与えることで､エマスンのビジョンであるアングロ･サクソニ

ズム､つまり,古代ケルト族のように自然を畏敬し､風土に根ざした19

世紀アメリカの｢ジニアス｣を想像する｡

エマスンのアングロ･サクソニズムの大きな要素に､アングロ･サクソ

ン詩-の関心がある｡初期の講演"PermaIlent Traits or the English

National Genius''(1835)は､多くをSharon TurnerのTLe H)'stoz･yo(the

ADglo-SaxoJ7S(1799･1805)に依拠しながら､イギリス人の起源とその文学

を紹介している｡古英語の詩法の紹介もしているが､ "WoodnotesII"の

第一連,白松が知る人類誕生以前の世界を描く部分と"Hamatreya"の

`Eartb-Song'の部分はそのようなアングロ･サクソン詩を模して書かれ
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ている｡つまり､エマスンはアメリカの土地の声として､古代サクソン人

の言葉､さらに遡って､ケルト人の言葉を選ぶ｡エマスンは白松を､アジ

アに起源をもつといわれるドルイド教徒が崇拝した樫の木やヤドリギに

重ねていただろう(ELI:238)｡自身の本質は詩人であると言い､それもpoet

ではなく bard というケルトの吟遊詩人を指す言葉を好んだ｡洗練された

英詩よりも､古代ケルト詩人の自然の匂いのする詩に理想の姿を求め､親

近感を感じていた｡Il前述の19 世紀のアングロ･サクノン人種の用法と

同じく､ここで言うアングロ･サクソン詩はケルトの詩も含んでいる0

EDgl)'sh TTL･altsの中の``Race"の章で, ｢最良の国民は最も広く関係付け

られている国民である｣, ｢イギリス人の複合的な性格は混血した起源を暴

露している｣と述べるように､ 12
ェマスンのアングロ･サクソニズムは､

人種上であれ文学上であれ､あまり人種の違いには拘泥せず､自然や人間

の自然と素朴に対峠した力強い古代人-の共感を表わすものだc そこには､

アメリカの自然と共に生きていたアメリカン･インディアン-の共感も含

まれうるだろうD講演"TheGeniusoftheAnglo･SaxonRace"の最後で､

イギリスに勝る点として､アメリカには｢無邪気と健康､思考の正しさ｣

があると指摘した後､やや唐突に､アメリカン･インディアンに言及して､

こう言う｡

Something ortbe physical perfection ortbe heroic age is exhibited by

the lndian in the woods, but without the ardent temperament, and

without the taste of the Greek. (LLI:18)

型通りの｢高貴な野蛮人｣のようであるが､エマスンはアメリカン･イン

ディアンと19世紀アメリカ人との共通性に気づき､アメリカのサクノン

人が､古代社会から近代社会-と､古代北欧人の暴力でではなく､アメリ
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カン･インディアンの威厳と共に関係を築きながら,発展する道もあった

のではないかと考えていることを示している｡ EDgll-s^ 2TraL'ts の

I(unlvel･S)'t)res"の章では､英米の大学生の体力を比較してこう言うo

The diet and rough exercise secure a certain amount of old
Norse

power.

1
･
･
. In seeing these youths I believed I saw already an

advantage in vlgOr and color and general habit, over their

contemporaries in the American colleges. (211)

自然と対時しうる力と詩の言葉とをェマスンのヴィジョンとしてのアン

グロ･サクソニズムは提示する｡ "WoodnotesII"の松の木の言葉が古代

北欧の｢ルーン文字｣で､それはアメリカ英語のような地方語ではなく､

宇宙が理解する普遍言語だと解説される点にも､エマスンのアングロ･サ

クソニズムの志向する普遍性が垣間見えるo 自然を活かすという意識はア

メリカという国の状況が考えさせたものであるが､自然への畏敬の念がも

つ普遍性が様々な民族の多様な生命を含むアメリカの精神となり､世界の

精神になり うる普遍性であることを､エマスンのアングロ･サクソニズム

は暗示しているo
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